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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

中間連結会計期間
第24期

中間連結会計期間
第23期

会計期間
自2023年12月１日
至2024年５月31日

自2024年12月１日
至2025年５月31日

自2023年12月１日
至2024年11月30日

売上高 （百万円） 118,897 131,253 240,498

経常利益 （百万円） 6,127 5,732 8,193

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益
（百万円） 4,304 4,051 5,249

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 5,151 3,896 8,546

純資産額 （百万円） 83,082 88,410 85,618

総資産額 （百万円） 196,239 209,080 202,281

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 67.25 63.12 81.90

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 41.56 41.45 41.52

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 5,650 6,507 14,243

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △5,990 △7,499 △10,334

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 3,068 4,458 △431

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（百万円） 25,276 29,490 26,024

 

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．当社は、取締役に対する株式報酬制度を導入しており、役員向け株式交付信託が保有する当社株式について

は、中間連結財務諸表において自己株式として計上しております。そのため、１株当たり中間（当期）純利

益の算定にあたっては、当該株式数を自己株式に含めて「普通株式の期中平均株式数」を算定しておりま

す。

３．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

当社は、2024年12月26日付で株式会社安江工務店及び同社の子会社４社を連結子会社化いたしました。

この結果、当社グループは、2025年５月31日現在、当社、連結子会社41社、持分法適用関連会社12社、非連結子会

社７社及び関連会社３社で構成されることとなりました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　当社グループの中間連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づき作成

されております。経営者の視点による当中間連結会計期間の経営成績及び財政状態の状況に関する分析等は次のと

おりであります。

 

（1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善が進み、緩やかな回復基調で推移したものの、中東

情勢の緊迫化が一段と進み地政学リスクが高まるとともに、米国政権の通商政策動向の影響が懸念されるなど、景

気の先行きは依然として不透明な状況が続きました。

このような状況のなか、サーラグループは、2023年11月期を初年度とする第５次中期経営計画における重点戦略

『ライフクリエイティブ事業ユニット※でのサービス・事業開発と事業形態の変革』、『期待を上回る「顧客体

験」を通じてブランド価値を高める』、『グループ内外との「共創」による事業創造』、『既存事業分野の収益力

向上』、『「自ら考え、行動する」人が集う組織風土への変革』への取組みに注力しました。同計画の最終年度と

なる当連結会計年度は、グループ内外との連携・共創や積極的な成長投資による新しい価値の創造を進めるととも

に、リフォーム事業をはじめとする住まい、暮らしの事業領域の飛躍的な成長を目指しています。

当中間連結会計期間におきましては、エネルギー＆ソリューションズ事業のサーラエナジー株式会社は、デジタ

ル技術の活用による業務の変革を図り、お客さま一人ひとりに合わせた質の高いサービスを提供するため、次期基

幹システムの構築及び導入準備を進めました。

エンジニアリング＆メンテナンス事業におきましては、省エネ・創エネ設備やZEB（ネット・ゼロ・エネル

ギー・ビル）化に関するソリューション提案を積極的に展開し、新規顧客開拓による取引拡大を推進しました。

ハウジング事業のサーラ住宅株式会社は、ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）基準に対応した注文住宅

商品「ＳＩＮＫＡ（シンカ）」シリーズの最上位モデルとして、国内最高水準の断熱等性能等級７に対応したフ

ラッグシップ商品「ＳＩＮＫＡ ＫＩＷＡＭＩ（キワミ）」を、2025年１月に販売開始しました。

アニマルヘルスケア事業の株式会社アスコは、倉庫業務及び配送業務をサーラ物流株式会社に委託し、営業活動

から配送業務を分離することによる組織的な営業力の強化に取り組みました。

新たな成長投資の取組みの一つとして、当社は住宅リフォーム事業等を展開する株式会社安江工務店に対する株

式公開買付け（TOB）を実施し、2024年12月に同社を連結子会社化しました。現在、シナジー発揮のためのプロ

ジェクトを立ち上げ、住まい、暮らしの事業領域のさらなる成長を目指して顧客基盤の相互活用や組織体制の見直

しなどに着手しています。

当中間連結会計期間の経営成績につきましては、エネルギー＆ソリューションズ事業をはじめ各セグメントが増

収となったことから、売上高は前年同期比10.4％増の131,253百万円となりました。利益面は、エネルギー＆ソ

リューションズ事業及びエンジニアリング＆メンテナンス事業が増益となったため、営業利益は前年同期比20.4％

増の5,886百万円となりました。経常利益は営業外費用に為替予約に係るデリバティブ評価損430百万円を計上した

ことから、前年同期比6.4％減の5,732百万円となり、親会社株主に帰属する中間純利益は、前年同期比5.9％減の

4,051百万円となりました。

※「ライフクリエイティブ事業ユニット」エネルギー事業以外の暮らしの事業領域を指します。

 
セグメントごとの経営成績は次のとおりです。
 
エネルギー＆ソリューションズ事業

売上高68,010百万円（前年同期比5.7％増）、営業利益5,080百万円（前年同期比27.0％増）

家庭用、業務用を中心に都市ガスの販売量が増加したため、売上高は増加しました。利益面は、ガス販売量の増

加に加え、バイオマス発電所の順調な稼働が寄与しました。また、販売費及び一般管理費の低減に努めたことか

ら、営業利益は増加しました。
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エンジニアリング＆メンテナンス事業

売上高17,210百万円（前年同期比16.6％増）、営業利益1,971百万円（前年同期比49.8％増）

設備工事、土木、建築及びメンテナンスの全ての部門において受注が好調に推移し、完成工事が増加したため、

売上高は増加しました。利益面は、完成工事高の増加に加え、プロセス管理の継続的な改善に取り組んだことによ

り、各部門の完成工事粗利益が増加したことから、営業利益は増加しました。

 

ハウジング事業

売上高20,417百万円（前年同期比31.6％増）、営業損失56百万円（前年同期は営業損失180百万円）

住宅販売部門は注文住宅の販売棟数が減少したものの、住宅部資材加工・販売部門においてハウスメーカー、工

務店など取引先からの受注が増加しました。上記に加え、当期より株式会社安江工務店の実績を反映したことか

ら、売上高は増加し、営業損失は縮小しました。
 
カーライフサポート事業

売上高9,006百万円（前年同期比12.2％増）、営業損失693百万円（前年同期は営業損失238百万円）

国内への輸入自動車の入荷が回復したことに伴い、フォルクスワーゲンの新車販売台数は増加しました。また、

これまで販売用に仕入れていた中古車の在庫処分を進めたため、売上高は増加しました。利益面は、上記の在庫処

分の影響に加え、フォルクスワーゲンの中古車販売台数が減少したことから、営業損失を計上しました。
 
アニマルヘルスケア事業

売上高12,376百万円（前年同期比5.3％減）、営業損失83百万円（前年同期は営業利益170百万円）

畜産部門は動物用医薬品等の受注が堅調に推移したものの、ペット関連部門において仕入先の商流変更により療

法食の取扱いがなくなったことから、売上高は減少しました。利益面は、ペット関連部門における売上総利益の減

少に加え、事業構造改革に伴い販売費及び一般管理費が増加したため、営業損失を計上しました。
 
プロパティ事業

売上高3,279百万円（前年同期比44.9％増）、営業損失3百万円（前年同期は営業利益6百万円）

不動産部門において、前期に竣工した分譲マンションの引渡しが進んだことに加え、自社保有資産の売却や買取

再販が増加したため、売上高は増加しました。利益面は、ホスピタリティ部門においてブライダル組数が低調に推

移したことなどから、営業損失を計上しました。

 

②財政状態

（資産）

　資産は209,080百万円と、前連結会計年度末と比較して6,799百万円増加しました。これは主に、「現金及び預

金」が3,464百万円増加したこと、「有形固定資産」が2,404百万円増加したこと、「無形固定資産」が1,956百万

円増加したこと、「商品及び製品」が1,378百万円増加したことに対し、「受取手形、売掛金及び契約資産」が

1,983百万円減少したこと、流動資産の「その他」が689百万円減少したことによるものであります。

（負債）

　負債は120,670百万円と、前連結会計年度末と比較して4,007百万円増加しました。これは主に、「長期借入金

（１年内返済予定を含む）」が7,197百万円増加したこと、「電子記録債務」が2,696百万円増加したこと、流動負

債の「その他」が1,317百万円増加したことに対し、「支払手形及び買掛金」が6,148百万円減少したこと、「賞与

引当金」が1,059百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

　純資産は88,410百万円と、前連結会計年度末と比較して2,791百万円増加しました。これは主に、「利益剰余

金」が2,866百万円増加（親会社株主に帰属する中間純利益の計上により4,051百万円増加、配当の実施により

1,122百万円減少、連結範囲の変動により62百万円減少）したことによるものであります。
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（2）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動による資金の増加

6,507百万円、投資活動による資金の減少7,499百万円、財務活動による資金の増加4,458百万円となり、あわせて

3,466百万円増加いたしました。この結果、当中間連結会計期間末の資金は29,490百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、6,507百万円（前年同期は5,650百万円の資金の獲得）となりました。これは主

に、「税金等調整前中間純利益」5,720百万円、「売上債権の減少額」3,320百万円、「減価償却費」3,199百万

円、営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」726百万円などの増加要因と、「仕入債務の減少額」3,992百

万円、「法人税等の支払額」1,431百万円、「賞与引当金の減少額」1,217百万円などの減少要因によるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、7,499百万円（前年同期は5,990百万円の資金の使用）となりました。これは主

に、「有形固定資産の取得による支出」5,225百万円、「連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出」

1,670百万円、「無形固定資産の取得による支出」1,114百万円などの減少要因と、「貸付金の回収による収入」

471百万円などの増加要因によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果獲得した資金は、4,458百万円（前年同期は3,068百万円の資金の獲得）となりました。これは主

に、「長期借入れによる収入」10,400百万円の増加要因と、「長期借入金の返済による支出」4,340百万円、「配

当金の支払額」1,117百万円、「短期借入金の純減額」367百万円などの減少要因によるものであります。

 

（3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（4）経営方針・経営戦略等

　当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

（5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

（6）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

 

（7）従業員数

当中間連結会計期間において、株式会社安江工務店の株式を取得したことにより、同社及び同社の子会社４社を

連結の範囲に含めております。これに伴い、ハウジングセグメントの従業員数は、前連結会計年度末に比べて290

名増加しております。

なお、従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ以外から当社グループ

への出向者を含む。）であります。

 

３【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 120,000,000

合計 120,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在
発行数（株）
（2025年５月31日）

提出日現在
発行数（株）

（2025年７月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 66,041,147 66,041,147

東京証券取引所

（プライム市場）

名古屋証券取引所

（プレミア市場）

単元株式数　100株

合計 66,041,147 66,041,147 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金
増減額

（百万円）

資本金
残高

（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2024年12月１日～

2025年５月31日
－ 66,041 － 8,025 － 29,984
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（５）【大株主の状況】

  2025年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

 日本マスタートラスト信託銀行

 株式会社（信託口）

 東京都港区赤坂一丁目８番１号

 赤坂インターシティAIR
5,913 8.95

 サーラコーポレーション

 従業員持株会

 愛知県豊橋市駅前大通一丁目55番地

 サーラタワー
4,970 7.52

 株式会社日本カストディ銀行

（信託口）
 東京都中央区晴海一丁目８番12号 3,192 4.83

 三井住友信託銀行株式会社

 （（常任代理人）株式会社日本

 カストディ銀行）

 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

 （東京都中央区晴海一丁目８番12号）
2,920 4.42

 株式会社三菱ＵＦＪ銀行  東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 2,592 3.92

 サーラエナジー共栄会
 愛知県豊橋市駅前大通一丁目55番地

 サーラタワー
2,396 3.62

 株式会社静岡銀行

 （（常任代理人）日本マスター

 トラスト信託銀行株式会社）

 静岡県静岡市葵区呉服町一丁目10番地

 （東京都港区赤坂一丁目８番１号

 赤坂インターシティAIR）

2,180 3.30

 株式会社三井住友銀行  東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 1,414 2.14

 神野　吾郎  愛知県豊橋市 1,380 2.09

THE NOMURA TRUST AND BANKING

CO.,LTD.AS THE TRUSTEE OF

REPURCHASE AGREEMENT MOTHER FUND

（（常任代理人）シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店）

2-2-2　OTEMACHI，CHIYODA－KU，TOKYO，

JAPAN

（東京都新宿区新宿六丁目27番30号）

1,254 1.90

合計 － 28,216 42.73
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 13,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 65,846,100 658,461 －

単元未満株式 普通株式 181,147 － －

発行済株式総数  66,041,147 － －

総株主の議決権  － 658,461 －

（注）　１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、当中間会計期間末現在、役員向け株式交付信託の信託財産とし

て株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式1,810,000株（議決権の数18,100個）が含ま

れております。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式1,100株（議決権の数11個）が含ま

れております。

３．「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社保有の自己株式79株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2025年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）      

㈱サーラコーポレーション

愛知県豊橋市駅前大通

一丁目55番地サーラタ

ワー

13,900 － 13,900 0.02

合計 ― 13,900 － 13,900 0.02

（注）　上記以外に当中間会計期間末の中間連結財務諸表において、役員向け株式交付信託の信託財産として株式会社

日本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式1,810,000株を自己株式として表示しております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1976年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年12月１日から2025年５月

31日まで）に係る中間連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(2025年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 26,396 29,860

受取手形、売掛金及び契約資産 ※２ 35,400 ※２ 33,416

電子記録債権 ※２ 2,206 ※２ 2,482

商品及び製品 13,897 15,275

仕掛品 4,496 5,308

原材料及び貯蔵品 535 303

その他 6,592 5,902

貸倒引当金 △288 △193

流動資産合計 89,235 92,357

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 20,931 21,889

機械装置及び運搬具（純額） 6,539 6,392

導管（純額） 14,774 13,879

土地 32,750 33,722

建設仮勘定 3,742 5,243

その他（純額） 1,471 1,487

有形固定資産合計 80,210 82,615

無形固定資産   

のれん 401 1,208

その他 4,168 5,318

無形固定資産合計 4,570 6,526

投資その他の資産   

投資有価証券 10,374 10,837

長期貸付金 1,616 1,218

退職給付に係る資産 5,579 5,603

繰延税金資産 3,251 3,103

その他 7,875 7,246

貸倒引当金 △432 △428

投資その他の資産合計 28,265 27,580

固定資産合計 113,045 116,722

資産合計 202,281 209,080

 

EDINET提出書類

株式会社サーラコーポレーション(E03408)

半期報告書

11/29



 

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(2025年５月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※２ 27,190 ※２ 21,042

電子記録債務 ※２ 3,096 ※２ 5,793

短期借入金 5,990 5,805

１年内返済予定の長期借入金 8,234 8,580

未払法人税等 1,577 1,625

賞与引当金 2,549 1,489

役員賞与引当金 6 3

完成工事補償引当金 53 93

工事損失引当金 41 61

ポイント引当金 238 233

その他 13,963 15,280

流動負債合計 62,943 60,009

固定負債   

長期借入金 40,386 47,238

繰延税金負債 1,156 1,196

役員退職慰労引当金 171 165

株式報酬引当金 468 533

修繕引当金 90 99

退職給付に係る負債 8,519 8,600

その他 2,926 2,826

固定負債合計 53,718 60,661

負債合計 116,662 120,670

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,025 8,025

資本剰余金 25,307 25,321

利益剰余金 45,859 48,726

自己株式 △1,231 △1,205

株主資本合計 77,959 80,866

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,555 1,756

繰延ヘッジ損益 466 215

退職給付に係る調整累計額 4,003 3,832

その他の包括利益累計額合計 6,025 5,803

非支配株主持分 1,633 1,739

純資産合計 85,618 88,410

負債純資産合計 202,281 209,080
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年12月１日
　至　2025年５月31日)

売上高 118,897 131,253

売上原価 88,823 98,397

売上総利益 30,074 32,856

販売費及び一般管理費 ※ 25,185 ※ 26,969

営業利益 4,889 5,886

営業外収益   

受取利息 22 26

受取配当金 43 44

デリバティブ評価益 892 －

持分法による投資利益 216 203

その他 241 258

営業外収益合計 1,415 533

営業外費用   

支払利息 97 169

デリバティブ評価損 － 430

その他 80 86

営業外費用合計 177 687

経常利益 6,127 5,732

特別利益   

固定資産売却益 62 22

新株予約権戻入益 － 71

投資有価証券売却益 － 3

特別利益合計 62 96

特別損失   

固定資産除売却損 79 102

投資有価証券売却損 1 7

特別損失合計 81 109

税金等調整前中間純利益 6,108 5,720

法人税、住民税及び事業税 1,405 1,436

法人税等調整額 328 165

法人税等合計 1,734 1,602

中間純利益 4,374 4,117

非支配株主に帰属する中間純利益 69 66

親会社株主に帰属する中間純利益 4,304 4,051
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年12月１日
　至　2025年５月31日)

中間純利益 4,374 4,117

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 595 201

繰延ヘッジ損益 252 △250

退職給付に係る調整額 △69 △172

その他の包括利益合計 777 △221

中間包括利益 5,151 3,896

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 5,082 3,830

非支配株主に係る中間包括利益 69 66
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年12月１日
　至　2025年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 6,108 5,720

減価償却費 3,234 3,199

のれん償却額 62 130

貸倒引当金の増減額（△は減少） △34 △101

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,152 △1,217

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6 △2

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 2 2

工事損失引当金の増減額（△は減少） △19 19

ポイント引当金の増減額（△は減少） △2 △4

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1 △5

株式報酬引当金の増減額（△は減少） △92 64

修繕引当金の増減額（△は減少） 10 10

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 151 62

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △22 △23

受取利息及び受取配当金 △66 △71

支払利息 97 167

持分法による投資損益（△は益） △216 △203

デリバティブ評価損益（△は益） △892 430

固定資産除売却損益（△は益） △39 6

投資有価証券売却損益（△は益） 1 3

新株予約権戻入益 － △71

売上債権の増減額（△は増加） 4,395 3,320

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,683 △145

仕入債務の増減額（△は減少） △4,099 △3,992

長期未払金の増減額（△は減少） △162 △2

その他 1,191 726

小計 5,769 8,022

利息及び配当金の受取額 67 73

利息の支払額 △94 △157

法人税等の支払額 △90 △1,431

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,650 6,507
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  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年12月１日
　至　2025年５月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △6,254 △5,225

有形固定資産の売却による収入 272 137

無形固定資産の取得による支出 △558 △1,114

投資有価証券の取得による支出 △128 △44

投資有価証券の売却による収入 120 34

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
100 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △1,670

貸付けによる支出 △20 △10

貸付金の回収による収入 420 471

その他 57 △77

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,990 △7,499

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,009 △367

長期借入れによる収入 8,609 10,400

長期借入金の返済による支出 △3,682 △4,340

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 153 26

配当金の支払額 △855 △1,117

非支配株主への配当金の支払額 △5 △6

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△3 △5

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △136 △130

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,068 4,458

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,728 3,466

現金及び現金同等物の期首残高 22,547 26,024

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 25,276 ※ 29,490

 

EDINET提出書類

株式会社サーラコーポレーション(E03408)

半期報告書

16/29



【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　当中間連結会計期間において、株式会社安江工務店の株式を取得したことにより、同社及び同社の子会社４社を

連結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及適用後

の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会計期間の

中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

 

（中間連結貸借対照表関係）

１　保証債務

(1）金融機関からの借入金に対する保証債務

 
前連結会計年度
（2024年11月30日）

当中間連結会計期間
（2025年５月31日）

静浜パイプライン㈱ 1,305百万円 1,056百万円

 

(2）住宅等購入者の金融機関からの融資に対する保証債務

 
前連結会計年度
（2024年11月30日）

当中間連結会計期間
（2025年５月31日）

住宅ローン融資 24百万円 21百万円

担保設定前保証 3,386 1,651

 

※２　中間連結会計期間末日満期手形等

　中間連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしておりま

す。なお、当中間連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の中間連結会計期間末日満期手

形等が中間連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度
（2024年11月30日）

当中間連結会計期間
（2025年５月31日）

受取手形 26百万円 18百万円

電子記録債権 253 140

支払手形 184 132

電子記録債務 736 653
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（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2023年12月１日
　　至 2024年５月31日）

　当中間連結会計期間
（自 2024年12月１日
　　至 2025年５月31日）

給料 9,088百万円 9,828百万円

賞与引当金繰入額 1,123 1,175

役員賞与引当金繰入額 3 2

退職給付費用 383 266

役員退職慰労引当金繰入額 3 △0

株式報酬費用 60 90

ポイント引当金繰入額 △2 △4

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

とおりであります。

 
前中間連結会計期間

（自 2023年12月１日
至 2024年５月31日）

当中間連結会計期間
（自 2024年12月１日
至 2025年５月31日）

現金及び預金勘定 25,648百万円 29,860百万円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △371 △369

現金及び現金同等物 25,276 29,490
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年12月１日　至　2024年５月31日）

（１）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年１月12日

取締役会
普通株式 858 13 2023年11月30日 2024年１月31日 利益剰余金

（注）　2024年１月12日取締役会の決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託の信託財産として株式会社日

本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式に対する配当金27百万円が含まれております。

 

（２）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年７月５日

取締役会
普通株式 858 13 2024年５月31日 2024年７月31日 利益剰余金

（注）　2024年７月５日取締役会の決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託の信託財産として株式会社日

本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式に対する配当金24百万円が含まれております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年12月１日　至　2025年５月31日）

（１）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年１月14日

取締役会
普通株式 1,122 17 2024年11月30日 2025年１月31日 利益剰余金

（注）　2025年１月14日取締役会の決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託の信託財産として株式会社日

本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式に対する配当金31百万円が含まれております。

 

（２）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年７月８日

取締役会
普通株式 1,056 16 2025年５月31日 2025年７月31日 利益剰余金

（注）　2025年７月８日取締役会の決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託の信託財産として株式会社日

本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式に対する配当金28百万円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年12月１日　至　2024年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

 

エネルギー＆

ソリューションズ

事業

エンジニア

リング＆

メンテナンス事業

ハウジング事業
カーライフ

サポート事業

アニマル

ヘルスケア事業

売上高      

都市ガス 24,781 － － － －

LPガス 16,781 － － － －

電力 7,447 － － － －

土木工事、建築工事、設備工事 － 14,759 － － －

住宅、建築資材 － － 15,511 － －

自動車販売・整備 － － － 8,030 －

動物用医薬品 － － － － 13,067

不動産賃貸・売買・仲介、ホテル － － － － －

その他 15,315 － － － －

顧客との契約から生じる収益 64,326 14,759 15,511 8,030 13,067

その他の収益（注）４ － － － － －

外部顧客への売上高 64,326 14,759 15,511 8,030 13,067

セグメント間の内部売上高又は振

替高
1,095 2,452 5 3 0

計 65,421 17,212 15,516 8,033 13,068

セグメント利益又はセグメント損失

（△）
3,998 1,316 △180 △238 170

 

      

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

中間連結

損益計算書

計上額

（注）３
 プロパティ事業 計

売上高       

都市ガス － 24,781 － 24,781 － 24,781

LPガス － 16,781 － 16,781 － 16,781

電力 － 7,447 － 7,447 － 7,447

土木工事、建築工事、設備工事 － 14,759 － 14,759 － 14,759

住宅、建築資材 － 15,511 － 15,511 － 15,511

自動車販売・整備 － 8,030 － 8,030 － 8,030

動物用医薬品 － 13,067 － 13,067 － 13,067

不動産賃貸・売買・仲介、ホテル 2,263 2,263 － 2,263 － 2,263

その他 － 15,315 749 16,065 74 16,140

顧客との契約から生じる収益 2,263 117,958 749 118,708 74 118,783

その他の収益（注）４ － － 114 114 － 114

外部顧客への売上高 2,263 117,958 864 118,822 74 118,897

セグメント間の内部売上高又は振

替高
245 3,802 971 4,773 △4,773 －

計 2,508 121,761 1,835 123,596 △4,699 118,897

セグメント利益又はセグメント損失

（△）
6 5,073 49 5,122 △233 4,889
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（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車部品製造、割賦

販売及びリース等を含んでおります。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△233百万円には、セグメント間取引消去547百

万円、全社費用△781百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っており

ます。

４．「その他の収益」は、リースに係る収益等を含んでおります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年12月１日　至　2025年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

 

エネルギー＆

ソリューションズ

事業

エンジニア

リング＆

メンテナンス事業

ハウジング事業
カーライフ

サポート事業

アニマル

ヘルスケア事業

売上高      

都市ガス 25,099 － － － －

LPガス 18,312 － － － －

電力 7,854 － － － －

土木工事、建築工事、設備工事 － 17,210 － － －

住宅、建築資材 － － 16,017 － －

自動車販売・整備 － － － 9,006 －

動物用医薬品 － － － － 12,376

不動産賃貸・売買・仲介、ホテル － － － － －

その他 16,743 － 4,399 － －

顧客との契約から生じる収益 68,010 17,210 20,417 9,006 12,376

その他の収益（注）４ － － － － －

外部顧客への売上高 68,010 17,210 20,417 9,006 12,376

セグメント間の内部売上高又は振

替高
1,302 2,120 10 4 2

計 69,312 19,331 20,428 9,010 12,379

セグメント利益又はセグメント損失

（△）
5,080 1,971 △56 △693 △83

 

      

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

中間連結

損益計算書

計上額

（注）３
 プロパティ事業 計

売上高       

都市ガス － 25,099 － 25,099 － 25,099

LPガス － 18,312 － 18,312 － 18,312

電力 － 7,854 － 7,854 － 7,854

土木工事、建築工事、設備工事 － 17,210 － 17,210 － 17,210

住宅、建築資材 － 16,017 － 16,017 － 16,017

自動車販売・整備 － 9,006 － 9,006 － 9,006

動物用医薬品 － 12,376 － 12,376 － 12,376

不動産賃貸・売買・仲介、ホテル 3,279 3,279 － 3,279 － 3,279

その他 － 21,143 722 21,865 89 21,954

顧客との契約から生じる収益 3,279 130,300 722 131,023 89 131,112

その他の収益（注）４ － － 141 141 － 141

外部顧客への売上高 3,279 130,300 863 131,164 89 131,253

セグメント間の内部売上高又は振

替高
260 3,701 936 4,637 △4,637 －

計 3,540 134,001 1,800 135,802 △4,548 131,253

セグメント利益又はセグメント損失

（△）
△3 6,214 43 6,257 △371 5,886
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（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車部品製造、割賦

販売及びリース等を含んでおります。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△371百万円には、セグメント間取引消去575百

万円、全社費用△946百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っており

ます。

４．「その他の収益」は、リースに係る収益等を含んでおります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　「ハウジング事業」において、株式会社安江工務店の株式を取得し、同社を当社の連結子会社としたこ

とにより、のれんが918百万円増加しております。

 

（デリバティブ取引関係）

前連結会計年度（2024年11月30日）

区分 取引の種類
契約額等
（百万円）

うち１年超
（百万円）

時価
(百万円)

評価損益
(百万円)

市場取引以外の取引

為替予約取引     

買建     

米ドル 11,655 11,541 5,183 5,183

　（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

 

当中間連結会計期間（2025年５月31日）

区分 取引の種類
契約額等
（百万円）

うち１年超
（百万円）

時価
(百万円)

評価損益
(百万円)

市場取引以外の取引

為替予約取引     

買建     

米ドル 16,852 16,332 4,752 4,752

　（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。
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（企業結合等関係）

(株式会社安江工務店の株式の取得)

１．企業結合の概要

（１） 被取得企業の名称及び事業内容

　名称               株式会社安江工務店　他４社

　事業内容           住宅リフォーム、リノベーション、オリジナル建材開発・販売、

　　　　　　　　　　　注文住宅設計・施工、不動産売買仲介等

 

（２） 企業結合を行った主な理由

　当社グループが取り組む第５次中期経営計画（2023年11月期～2025年11月期）では、住まい・暮らし

関連ビジネスを中心とする「ライフクリエイティブ事業」の飛躍的な成長に向けて、サービス・事業開

発と事業形態の変革を重点戦略として取り組みを進めております。当社グループは東三河・浜松地域を

主力エリアとしており、住まい関連事業に関しましては注文住宅の請負、分譲住宅の販売、建物のリ

フォーム請負、不動産の売買・賃貸借・仲介・管理、住宅部資材加工・販売等を営み、特に既存住宅の

ストックビジネスモデルの構築とその推進に注力しております。一方、株式会社安江工務店は住宅リ

フォーム分野における高い専門性を有し、名古屋・尾張地域を主力エリアとして西日本で事業を展開し

ていることから、当社グループと事業の地域補完性が高く、同社は当社グループの戦略実現に資する相

手先であると判断いたしました。

　その上で、お客さまへの対応体制と事業の質及び効率性を早期に高め、両社一体となった事業拡大を

目指す上では、一貫した経営方針の下で機動的かつ柔軟な施策展開が必要と判断し、同社株式を取得し

当社の連結子会社といたしました。

 

（３） 企業結合日

　2024年12月26日（みなし取得日　2024年12月１日）

 

（４） 連結財務諸表に含まれている被取得企業の業績の期間

　みなし取得日を2024年12月１日としていることから、2024年12月１日から2025年５月31日までの業績

を含めています。

 

（５） 企業結合の法的形式

　現金を対価とした株式の取得

 

（６） 結合後企業の名称

　名称の変更はありません。

 

（７） 取得した議決権比率

　企業結合日に取得した議決権比率 94.46％

　売渡請求により追加取得した議決権比率 5.54％

　取得後の議決権比率 100.00％

　（注）当社は、2025年１月14日に株式会社安江工務店を除く非支配株主に対して会社法第179条第１項

に基づく同社株式の全部を売り渡す請求を行い、同社取締役会の承認を受けて2025年２月14日

に同社は当社の完全子会社となりました。

 

（８） 取得企業を決定するに至った主な根拠

　当社が現金を対価として株式を取得したことによるものになります。

 

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

（１） 取得の対価

　取得の対価 現金 3,641百万円

　取得原価  3,641百万円

　上記の金額は、本公開買付けにより2024年12月26日付で取得した株式に係る取得の対価3,439百万円及

び株式売渡請求により2025年２月14日で取得した株式に係る取得の対価201百万円の合計を記載しており

ます。

 

（２） 主要な取得関連費用の内容及び金額

　アドバイザリー費用等　311百万円
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３．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（１） 発生したのれんの金額

　918百万円

　なお、第１四半期連結会計期間においては暫定的な会計処理を行っておりましたが、当中間連結会計

期間において取得原価の配分が完了しております。

 

（２） 発生原因

　今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力により発生したものです。

 

（３） 償却方法及び償却期間

　７年間にわたる均等償却

 

４．企業結合日に受け入れる資産及び引き受ける負債の額並びにその主な内訳

　流動資産 4,276 百万円

　固定資産 1,599  

　資産合計 5,875  

   

　流動負債 2,446  

　固定負債 916  

　負債合計 3,363  

 

５．取得原価の配分

種類 金額 償却期間

商標に係る無形資産 652百万円 7年

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2023年12月１日
至　2024年５月31日）

当中間連結会計期間
（自　2024年12月１日
至　2025年５月31日）

１株当たり中間純利益 67円25銭 63円12銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益

（百万円）
4,304 4,051

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益

（百万円）
4,304 4,051

普通株式の期中平均株式数（千株） 64,012 64,189

　 （注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．役員向け株式交付信託が保有する当社株式を、「１株当たり中間純利益」の算定上、期中平均株式数の計

算において控除する自己株式に含めております（役員向け株式交付信託　前中間連結会計期間1,849千株・

当中間連結会計期間1,810千株）。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

（1）期末配当

　2025年１月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　①　配当の原資　　　　　　利益剰余金

　②　配当金の総額　　　　　1,122百万円

　③　１株当たり配当額　　　17円

　④　基準日　　　　　　　　2024年11月30日

　⑤　効力発生日　　　　　　2025年１月31日

 

（2）中間配当

　2025年７月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　①　配当の原資　　　　　　利益剰余金

　②　配当金の総額　　　　　1,056百万円

　③　１株当たり配当額　　　16円

　④　基準日　　　　　　　　2025年５月31日

　⑤　効力発生日　　　　　　2025年７月31日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

２０２５年７月１０日

株式会社サーラコーポレーション

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

名古屋事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水谷　洋隆

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松浦　俊行

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サー

ラコーポレーションの２０２４年１２月１日から２０２５年１１月３０日までの連結会計年度の中間連結会計期間（２０

２４年１２月１日から２０２５年５月３１日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結

損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社サーラコーポレーション及び連結子会社の２０２５年５月３１日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。ま

た、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の注記

事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間連結財

務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日ま

でに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及び

内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないか

どうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結論

に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 
　（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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